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津
波
の
猛
威

が
映
像
情
報
と

し
て
伝
わ
り
だ

し
て
か
ら
数
年

し
か
経
て
い
な
い
。
過
去
に

国
民
が
何
度
も
経
験
し
た
和

歌
山
や
東
北
の
津
波
情
報
は

伝
説
や
文
献
と
な
り
時
と
と

も
に
劣
化
し
て
い
た
。

　

人
生
や
生
活
を
飲
み
込
む

の
は
、
天
災
だ
け
で
は
な

い
。
政
治
や
経
済
の
大
き
な

流
れ
も
同
様
で
あ
る
。

　

高
速
冷
凍
輸
送
が
無
か
っ

た
わ
ず
か
40
年
前
、
甘
エ
ビ

は
山
陰
や
北
陸
へ
出
か
け
ぬ

と
食
え
な
か
っ
た
。

　

昔
か
ら
市
に
出
荷
す
る
た

め
に
生
産
し
た
関
西
と
違
っ

て
、
東
北
で
は
現
地
消
費
の

自
給
自
足
が
主
だ
っ
た
。
浪

速
の
先
物
市
場
で
相
場
を
張

っ
て
換
金
で
き
る
商
品
と
い

え
ば
米
く
ら
い
だ
っ
た
。

　

従
っ
て
東
北
で
地
震
や
津

波
が
生
じ
て
も
酷
い
目
に
会

う
の
は
土
地
の
人
と
地
場
産

業
だ
け
だ
っ
た
が
、
今
や
日

本
は
お
ろ
か
全
世
界
に
影
響

が
及
ぶ
。

　

経
済
と
流
通
シ
ス
テ
ム
の

変
化
で
今
で
は
魚
介
類
か
ら

鉄
鋼
や
器
械
や
車
両
ま
で
生

産
さ
れ
世
界
に
出
荷
す
る
。

　

そ
れ
だ
け
で
な
い
。
電
力

会
社
の
経
営
は
需
要
依
存
だ

け
で
な
く
政
治
に
大
き
く
振

り
回
さ
れ
て
い
る
。

　本紙８月５日付は15日付との合
併号として発行します。お届けは
８月10日ごろとなりますので、あ
らかじめご了承ください。
 （新聞部）

どうなる？ 歯科医療
税と社会保障「改革」で

サマーセミナー
８月28日（日）

　

協
会
は
、
毎
年
恒
例
の
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
を
８
月
28
日

に
開
く
。
テ
ー
マ
は
「
社
会
保
障
・
税
の
一
体
『
改
革
』

と
今
後
の
医
療
・
歯
科
医
療
」。
小
澤
力
理
事
長
が
参
加

を
呼
び
か
け
て
い
る
。

　

今
年
の
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー

は
、「
社
会
保
障
と
税
の
一
体

『
改
革
』」
を
中
心
に
、
そ
の

問
題
点
を
会
員
の
先
生
方
と

共
に
考
え
、
共
有
し
た
い
と

思
い
企
画
し
た
。
午
前
の
部

で
は
、
神
戸
大
学
の
二
宮
厚

美
教
授
を
招
き
、
一
体
「
改

革
」
の
概
要
や
消
費
税
を
財

源
と
す
る
問
題
に
つ
い
て
学

ぶ
。
午
後
の
部
で
は
、
一
体

「
改
革
」
で
「
医
療
、歯
科
医

療
が
ど
う
な
る
の
か
」「
消

費
税
増
税
が
も
た
ら
す
損
税

拡
大
に
よ
る
医
院
経
営
へ
の

影
響
」「
国
保
崩
壊
を
さ
ら

に
加
速
さ
せ
る
広
域
化
問

題
」
な
ど
を
取
り
上
げ
る
。

　

政
府
が
６
月
末
に
公
表
し

た
「
社
会
保
障
・
税
一
体

『
改
革
』
成
案
」
は
、
社
会

保
障
の
基
本
を
自
立
・
自
助

・
共
助
と
し
、
国
の
責
任
を

大
幅
に
後
退
さ
せ
る
内
容
に

な
っ
て
い
る
。
財
源
も
消
費

税
を
目
的
税
化
し
て
税
率
を

上
げ
る
こ
と
を
明
記
し
、
医

院
経
営
に
深
刻
な
打
撃
を
与

え
る
こ
と
に
な
る
。

　

医
療
分
野
で
は
、
治
療
費

と
は
別
に
１
０
０
〜
２
０
０

円
程
度
の
負
担
を
患
者
に
強

い
る
受
診
時
定
額
負
担
や
、

外
来
受
診
の
５
％
削
減
、
36

万
人
の
入
院
患
者
を
追
い
出

サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
２
０
１
１

【
日
時
】
８
月
28
日
（
日
）
10
時
〜
15
時
30
分

【
会
場
】
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル

【
費
用
】
会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

◇
午
前
の
部
（
10
時
〜
12
時
30
分
）

　

「
社
会
保
障
と
税
の
一
体
『
改
革
』
〜
財
源
と
し
て
の
消

費
税
が
意
味
す
る
も
の
」（
仮
題
、
講
師
・
二
宮
厚
美
神
戸

大
学
教
授
）

◇
午
後
の
部
（
13
時
30
分
〜
15
時
30
分
）

　

「
社
会
保
障
一
体
改
革
で
ど
う
な
る
？ 

医
療
と
２
０
１

２
年
改
定
」（
仮
題
、
講
師
・
政
策
部
講
師
団
）

す
方
向
を
示
し
た
。

　

介
護
分
野
で
は
、
30
万
人

も
の
施
設
利
用
者
を
利
用
料

の
高
い
居
住
系
サ
ー
ビ
ス
や
、

在
宅
に
送
る
こ
と
を
提
案
。

さ
ら
に
、
要
介
護
認
定
者
の

３
％
削
減
を
盛
り
込
ん
だ
。

　

サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、

政
府
の
社
会
保
障
「
改
革
」

案
を
医
療
機
関
や
患
者
の
立

場
か
ら
検
証
し
、
診
療
報
酬

改
定
の
動
向
も
踏
ま
え
な
が

ら
医
療
現
場
に
与
え
る
影
響

を
解
説
す
る
。
そ
の
上
で
、

あ
る
べ
き
社
会
保
障
「
改

革
」
の
展
望
を
述
べ
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　

協
会
・
保
団
連
は
７
日
、

東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た

民
間
医
療
機
関
の
復
旧
・
復

興
に
向
け
た
補
助
金
創
設
や

患
者
の
窓
口
負
担
の
大
幅
軽

減
、
高
す
ぎ
る
国
保
料
の
引

き
下
げ
な
ど
を
求
め
て
地
元

選
出
国
会
議
員
や
厚
労
省
に

要
請
行
動
を
し
、
大
阪
歯
科

協
会
か
ら
は
山
上
紘
志
副
理

事
長
ら
５
人
が
参
加
し
た
。

　

大
阪
歯
科
の
要
請
団
は
、

地
元
選
出
の
衆
議
院
議
員
20

人
、
参
議
院
議
員
５
人
に
要

請
、
山
下
芳
生
参
議
院
議
員

（
共
産
）、
服
部
良
一
衆
議

院
議
員
（
社
民
）
の
２
議
員

と
面
談
、
山
下
議
員
に
「
消

費
税
増
税
中
止
と
医
療
は
じ

め
生
活
必
需
品
に
ゼ
ロ
税
率

適
用
を
求
め
る
国
請
願
署

名
」、「
患
者
・
利
用
者
負
担

の
大
幅
軽
減
、
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
廃
止
を
求
め
る
請

願
署
名
」、「
患
者
・
利
用
者

負
担
を
大
幅
軽
減
し
、
い
つ

で
も
安
心
し
て
受
け
ら
れ
る

医
療
・
介
護
制
度
の
実
現
を

求
め
る
署
名
」
の
国
会
提
出

を
託
し
た
。

　

山
下
議
員
は
、
被
災
地
復

興
の
た
め
に
医
療
機
関
の
存

在
は
不
可
欠
、
医
療
費
を
切

り
詰
め
て
き
た
ツ
ケ
も
あ

る
、
復
興
会
議
は
構
造
改
革

路
線
を
進
も
う
と
し
て
い
る

と
し
て
、
政
治
の
大
本
、
異

常
な
財
界
・
ア
メ
リ
カ
中
心

の
政
治
の
あ
り
方
が
問
わ
れ

て
い
る
と
語
っ
た
。
原
発
問

題
で
も
撤
退
を
政
治
が
決
断

す
べ
き
時
、
事
故
を
ゼ
ロ
に

能
回
復
の
た
め
12
億
円
の
予

算
を
組
ん
だ
と
の
要
請
団
の

説
明
を
受
け
、
自
ら
女
川
町

立
病
院
を
視
察
し
た
経
験
も

踏
ま
え
医
療
機
関
の
機
能
回

復
が
重
要
だ
と
の
考
え
を
示

し
た
。
震
災
復
興
や
社
会
保

障
財
源
に
消
費
税
増
税
が
上

が
っ
て
い
る
こ
と
に
は
、
こ

の
時
期
に
増
税
と
は
何
事

か
、
社
民
党
や
共
産
党
だ
け

で
な
く
増
税
反
対
派
が
手
を

結
ん
で
行
動
し
た
い
と
語
っ

た
。
原
発
問
題
で
は
、
２
０

２
０
年
ま
で
に
原
発
ゼ
ロ
を

目
指
す
社
民
党
の
政
策
パ
ン

で
き
な
い
、
起

こ
れ
ば
取
り
返

し
が
つ
か
な
い

も
の
を
社
会
は

容
認
で
き
な
い

と
語
っ
た
。

　

服
部
議
員

は
、
岩
手
県
が

民
間
医
療
機
関

を
含
む
診
療
機

フ
を
要
請
団
に
配
り
、
感
想

を
聞
か
せ
て
ほ
し
い
と
語
っ

た
。

　

大
阪
歯
科
の
要
請
団
は
、

山
上
副
理
事
長
、
森
啓
理

事
、
古
田
光
行
・
宮
本
辰
雄

両
監
事
、
志
岐
敬
事
務
局
長

の
５
人
。

◆　

◆

　

７
日
に
要
請
し
た
地
元
議

員
は
次
の
25
人
（
敬
称
略
、

順
不
同
）。

　

衆
議
院　

宮
本
岳
志
（
共

産
）、
谷
畑
孝
（
自
民
）、
長

安
豊
（
民
主
）、萩
原
仁
（
民

主
）、
辻
惠
（
民
主
）、
樽
床

伸
二
（
民
主
）、
森
山
浩
行

（
民
主
）、
西
野
あ
き
ら
（
自

民
）、
松
岡
広
隆
（
民
主
）、

服
部
良
一
（
社
民
）、
稲
見

哲
男
（
民
主
）、
吉
井
英
勝

（
共
産
）、
長
尾
敬
（
民
主
）、

渡
辺
義
彦
（
民
主
）、
近
藤

三
津
枝
（
自
民
）、
中
川
治

（
民
主
）、
藤
村
修
（
民
主
）、

樋
口
俊
一
（
民
主
）、
中
島

正
純
（
無
所
属
）、
竹
本
直

一
（
自
民
）。

　

参
議
院　

尾
立
源
幸
（
民

主
）、
藤
原
正
司
（
民
主
）、

北
川
イ
ッ
セ
イ
（
自
民
）、

山
本
香
苗
（
公
明
）、
山
下

芳
生
（
共
産
）。

た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
同
時

に
国
民
の
大
き
な
抵
抗
・
批

判
・
反
撃
を
受
け
る
課
題
で

も
あ
っ
た
。

　

消
費
税
を
引
き
上
げ
た
翌

年
の
98
年
の
参
議
院
選
挙
で

と
な
っ
て
い
る
。

　

菅
直
人
首
相
は
、
こ
の

「
改
革
」
案
づ
く
り
に
、

「
政
治
生
命
を
か
け
る
」
と

宣
言
し
、
政
府
の
成
案
の
発

表
時
に
も
、「
歴
史
的
な
決

国
と
大
企
業
の
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
に
、
国
民
に
は
負

担
増
と
社
会
保
障
の
給
付
削

減
を
求
め
、「
社
会
保
障
給

付
の
大
幅
削
減
が
い
や
な
ら

ば
、
消
費
税
大
幅
増
税
を
」

け
、「
社
会
保
障
・
税
番
号
大

綱
」
も
決
定
し
た
。
今
秋
に

も
番
号
制
の
法
律
を
成
立
さ

せ
た
い
と
し
て
い
る
。
個
人

単
位
で「
出
と
入
り
」を
明
確

に
し
給
付
の
抑
制
を
図
る
。

税
金
の
徴
収

や
社
会
保
障

分
野
で
利
用

す
る
「
共
通

番
号
制
度
」

の
導
入
に
向

　

政
府
・
与
党
は
、「
社
会
保

障
と
税
の
一
体
『
改
革
』

案
」
を
ま
と
め
る
と
同
時

に
、
国
民
一
人
ひ
と
り
に
新

た
な
個
人
番
号
を
付
け
て
、

は
、
自
民
党
は
惨
敗
し
、
橋

本
首
相
が
辞
任
。
昨
年
（
２

０
１
０
年
）
秋
の
参
議
院
選

挙
に
、
菅
首
相
は
突
如
「
消

費
税
の
10
％
化
」
を
打
ち
出

し
、
民
主
党
は
大
敗
北
を
喫

し
た
。
こ
の
時
点
で
、
菅
首

相
の
政
治
生
命
は
絶
た
れ
て

い
た
は
ず
だ
が
、
消
費
税
増

税
を
進
め
た
い
財
界
・
大
手

マ
ス
コ
ミ
の
支
援
で
、
延
命

さ
れ
た
。
国
民
の
反
発
を
押

し
の
け
て
で
も
消
費
税
を
引

き
上
げ
る
、「
政
治
生
命
を

か
け
る
」
と
宣
言
し
た
理
由

が
明
確
に
浮
か
び
上
が
る
。

 

（
つ
づ
く
）

定
」
と
豪
語
し
た
。

　

１
９
９
７
年
に
消
費
税
が

５
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
て
以

来
14
年
、
消
費
税
の
増
税
は

財
界
の
最
大
の
要
望
だ
っ

と
国
民
に
迫
る
こ
と
が
ね
ら

い
だ
。
し
か
も
、
震
災
復
興

の
財
源
確
保
を
理
由
に
、
こ

れ
ま
で
以
上
の
負
担
増
と
給

付
削
減
を
合
理
化
す
る
内
容

　

そ
も
そ
も
「
社
会
保
障
と

税
の
一
体
『
改
革
』」
と
は
、

い
か
に
消
費
税
増
税
を
す
す

め
る
か
が
最
大
の
目
的
で
あ

る
。
社
会
保
障
費
に
対
す
る

国会行動
〝
被
災
医
療
機
関
に
補
助
金
を
〞

消
費
税
増
は
財
界
の
最
大
要
望

負
担
増
と
給
付
削
減
狙
う

診
療
再
開
へ
公
的
支
援
な
ど
要
請

税
と
社
会
保
障
の
一
体

革

税
と
社
会
保
障
の
一
体

革
壊

中
央
社
会
保
障
推
進
協
議
会
事
務
局
長
・
相
野
谷
安
孝 

 

◆
②
◆

　協会では、東日本大震災救援募金
に取り組んでいます。集まった募金
は、被災した会員の救済と診療機能
の回復、復興支援に充てます。
　募金は１口5000円で２口以上、協
力いただければ幸いです。なお、募
金は「特別会費」として税務上経費
になります。
　皆様のご協力を心よりお願い申し
上げます。
　募金方法については、協会事務局
までお問い合わせください。

救援募金にご協力を救援募金にご協力を

お知らせ

山下芳生参院議員（中）

服部良一衆院議員（中）

―歯科医療崩壊に拍車をかける医療費抑制を打ち出した―
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